
7．電気システムシミュレーションを
体験しよう



7.1 太陽電池の発電量を計算してみよう

①「ファイル」→「開く」を選ぶ

②物件ファイル選択画面で、「参
照」ボタンを押して「7.1.zip」を
選択

③「実行」ボタンを押す

①

②

(1)サンプルデータを開く

(2)太陽電池データを開きます。

③

サンプル例題を用いて、太陽電池の発電量計算を行います。

④ワークスペースの「設備」画面を表示し、さらに「設備」のフォルダ内に太陽電池のデータがあることを確認
しましょう。

④

①太陽電池フォルダをダブル
クリックすると左記の画面が
出ます。

②③発電量を算定するための
諸条件を設定します。
サンプルデータとしては、
10kWの太陽電池が
南向き（設置方位角0度）、
傾斜角30度で

設置されていることに
なっています。

④は温度補正係数です。
デフォルトは結晶系の値とし
ていますので、アモルファス
系を採用する場合の-0.002
など実態に合わせ変更して
ください。

⑤は｢(6)計算中にグラフを表示
してみます。｣で解説します。

⑤入力値がこれでよければ、
｢了解｣ボタンを押して
｢ファイルを更新します。｣で
｢はい(Y)｣を押します。

①

②

③

⑤

⑤

⑥

⑥
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④



(3) 計算期間を設定します。

①

①「計算実行」→「シミュレー
ション実行」を選びます。
②シミュレーション実行画面で、
計算順序として、「デフォルト計
算順序」を選択します。
③「了解」ボタンを押して計算を
実行させます。
④計算が終了すると下記画面が表
示されます。「集計処理を開始し
ますか？」で「はい」を押します。

(4) 計算実行をして、発電量計算をします。

①

②

③

④

①「共通」フォルダの「計算範
囲」フォルダ⇒「計算範囲」をク
リックすると、左下の画面が出て
来ます。

②計算開始と計算終了日を入力し
ます。（ここでは西暦の入力は不
要です）なお助走計算は「発電量
計算」には関係しません。

③最小時間間隔を分単位で入力し
ます。ここでは5分となっていま
すが、10分や60分等変えて計算
することが出来ます。時間間隔が
長いと計算に要する時間は短くな
ります。

④設定が良ければ「了解」ボタン
を押し、「ファイルを更新しま
す。」で、「はい(Y)」を押します。

④

④

②

③
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(5) 計算中にグラフ表示をしてみます。

計算中にグラフを表示することが出来ます。

（2）の図の③でクリックすると計算中にグラフが表示されます。
（注意！計算中に表示するモジュール毎のグラフが多いとメモリオーバーで計算が途中で終了し
てしまいます。１～２枚程度としましょう。）

上図の①は太陽電池の定格出力（青線）と発電量を、
②は法線面、水平面及び太陽電池アレイ面への日射量を示しています。

①

②
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(6) 計算結果をグラフ表示します。

①

②

④

⑤
⑥

①「結果出力」をプルダウンして「結果グラフ出力」をクリックすると下記の画面が表示されます。
②「best result U.csv」を選択し、「読込」を押します。
③ 何も記載せず「絞込」を押すと④のデータ選択にデータ一覧が表示されます。
④ 太陽電池関連の項目を選択します。「Ctrl」キーを押しながら選ぶと複数同時に選択出来ます。
「選択終了」を押します。
⑤取得したデータの「項目指標」をプルダウンしてデータを選択します。「データ取得」を押します。
⑥さらにグラフ表示する「項目指標」をプルダウンして」チェックマークを選択して、「グラフ表
示」を押します。

③
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(6) 計算結果をグラフ表示します。（つづき）

①左のようなグラフが表示されます。

②マウスでグラフを範囲するとその部分だけ拡大したグラフを見るこが出来ます。

①

②

②
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(7) 計算結果をＣＳＶファイルに貼り付けます。

①「結果出力」をプルダウンして「結果表示」をクリックすると左の画面が表示されます。左側の「結
果ファイル」にCSV表示される一覧が記載されています。

②は「best result U.csv」
を選択した場合のものです。
※「result U」は計算時間間隔の結果、「result D」は１日単位での計算結果です。マウスでコピーし
たい範囲を指定して、EXCELにコピーすればそのまま貼付けが出来ます。

●自宅で出来る応用問題
1)太陽電池アレイの定格出力を変えてみて、発電量がどのように変わるかを見てみよう。

（ヒント！（２）参照）
2)太陽電池の設置方位や傾斜角度を変えてみて、発電量がどのように変わるか見てみよう。

（ヒント！（２）参照）

①

②
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例題演習用プログラム（TRY BEST 2009-8.1）の機能制限について

１．次の機能制限をプログラムにかけています。
①試用できる期間の制限（プログラム配布時から2ヶ月間有効）

②ガラスや建材は使える種類の制限（種類については画面表示とする）

２．最新のモジュールに更新されていない部分があります。
①給湯計算（開発中）
②建物全体のエネルギー消費量の出力

なお、正規の専門版では上記の制限がないプログラムを使用することができます。


